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６月５日（日曜日）午後１２時から市内の麻

布大学を会場に「さがみはら環境まつり」が開

催され、約１０００人の市民でにぎわいました。

この催しは地域で活動する市民、事業者、大

学及び行政から構成された実行委員会が中心と

なって、何度も会議を重ねながら、企画づくり

から事前準備、当日の運営までを様々な団体の

連携により進めてきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体体験験的的にに、、楽楽ししみみななががらら学学ぶぶ 

当日は、大学の校舎を平成１８年４月に開設

予定の「（仮称）環境情報センター」に見たてて、

その開所式からスタート。 

「環境の達人たちが贈る“極上のメニュー”」

と題した展示ブースでは、『感じる』『知る』『動

く』をテーマに、NPO・企業・大学等から趣向を

凝らした展示や体験の場が提供され、多くの家

族連れが身近な自然のすばらしさやリサイクル

の必要性を体験的に学んでいました。 

 

 

  

 

（（仮仮称称））環環境境情情報報セセンンタターーへへ贈贈るる  

““メメッッセセーージジ”” 

ホールプログラムでは、（仮称）環境情報セ

ンター設置の趣旨説明や、環境パートナーシッ

プ施設の先進事例紹介の後に、市民・事業者・

大学・子ども・教員に分かれ、センターの活用

に関する意見交換が行われました。 

子ども分科会では、「環境情報センターはど

んなところ？」という設問に対して、「リサイ

クルの体験ができる場」「環境に詳しい人から

話が聞ける場」「環境のことを気軽に聞ける相

談の場」など活発な意見が子どもたちから寄せ

られていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛愛・・地地球球博博ととののココララボボレレーーシショョンン 

さがみはら環境まつりは、現在開催中の「愛・

地球博パートナーシップ事業」として認定されて

おり、会場内のブースの見学や、体験に参加する

と、「EXPOエコマネー」のポイントをゲットする

ことができ、集めたポイントを記念品と交換する

ことができます。 

また、貯めたポイントは万博会場にある「EXPO

エコマネーセンター」でも利用するこ 

とができる優れ 

もので、来場者 

の皆さんは熱心 

に様々な体験に 

チャレンジして 

いました。 

趣向を凝らした展示ブース（屋外）

親子でリサイクル工作 モリゾーとキッコロもやってきた！ 

子ども分科会の様子 


